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ングの両翼となっている 。 ク 写真-8. 三路タロッ γ ング

ロ ッシング床板(しょうばん)は一般軌道のタイプレートを数枚

合わせた形で，これにノーズレーノレ ・ ウイ γグレールがリベッ

ト止めされている。このためリベットがゆるみがたがたになり

易い。この欠点をなくするため写真ー3 に示すように大きな床板

を用いないク ロッ シングがある。これを無床板タ口 y シングと

いう。乙れに対し床板のある組立クロッシソグを床板付クロッ

シングと L、う。固定ク ロッシ γグはその構造上，鼻端付近では

車輸の乗るレ ー ノレ踏聞の間僚が少ない。そのため普通レーんを

加工した組立クロッシングはとくに摩耗が速い。この欠点をな

く すために P ロッ γ ングに焼入れ焼もどしの熱処理を行った焼

入クロッシングがある。

可動ク ロ ッシングとは，クロ ッシングの一部が可動で軌間線

欠線部をなくしたクロ y シン グをいう。固定クロッシングにく

らべて転換設備が必要である。 鼻端レーノレに匹敵する部分のレ

ーノレが動 くも のと，爽レーノレの動くものとがある。前者は鈍端

形可動F ロッシングと尖端(せんたん)形可1fOJP ロ ッシングの 2

極類に分れる。鈍端形のものは普通レ ーノレを tJn工し組立てたも

の(写真-4)。このタイプは可動レーノレの継目が弱< .また道床

板邸Jも大きく ，かつ保守が困難である。国鉄ーでは現在ほとんど

使用されていない。この改良形として写真-5 のように高マンガ

γ鋳鋼製のものがあり， 突周に供せられている。 写真 6 に示す

ように尖端形の高マンガン鈴銅製のものもある。継目は強固で

あり，かつ保守も容易である。

JI レール可動クロ ッシン グはアメ リ カで多く使用されている。

図ー3 にその構造を示す。分岐線を通ると きは車輪自から割って

進入する9 常時はスプリソグによって可動レーノレは片側に抑し

つけられ， 基準線が通過できる状態にな っている。したがって

転換設備は不用である。

乗起タ ロ ッシングとは名前のようにレーノレを車輸が乗りこえ

てゆく P ロッシングである。基準線は一般軌道とま ったく同じ

状態であ っ て， 乗越ポイ Y トと併用する。固定式と可動式とが

あり ， 写J'l: -4 は固定式，図-4 は可動式の乗越クロッシングを示

す。 固定式乗越クロッシングは背肉運転ができないので，図 5

のように受けレールを付けて背向運転もできるようにしたもの

があるが，建築限界に支障するため現在使用されていない。

ダイヤモンドクロッツングの中央の l 対の P ロッシングは，

*K字P ロッジングといって普通のクロッシングと少し形が違

っ ている。

ダイヤモン ドクロ ッシソグの両端の P ロッシング (図-6) は，

m造は普通のタロッ γ ングとまったく同じであるが，とくに哨

クロッシング，端轍叉(たんてっさ)またはエンドクロッシング

という。 *γ ーサースクロ ッシング， ホ スリップスイッチに使

用する場合も同様である。

三路ク ロ y シン グ とは，特別のスリップスイッチに使用する

クロッシングで， 普通のK字クロッシングにレーノレがもう l 本

付いた形である(写其-8) 。 一ームシングノレスリップスイッチ。

(木下勝旗)

ぐんせん 群線 (英) group of tracks 線群之 同意語。到着

線群， 出発線群のように線路の使用方を冠して呼称するのに対

して ， 大tN~車場等で線若手の所在する箇所の固有名称を冠して呼

ぶ場合に群線と いうことがある。たと えば品川操車場における

白金群線 ・ 札の辻群線等 (半谷哲夫)
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